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青空と緑と産業のまち昭和町

...西条小校庭

ゴールぞめざして/一斉にスタート
合日は楽しい区民運動会

「トップで帰ってくるからね」一一出発の合図とともに¥女の子達が

あ白さんと一緒に元気よくスタート。 9月22日の日曜日に行われ芝、

西条二区の区民運動会「二区マラ1ノン」の一場面です。

さわやかな秋の一日、各地区では大勢の区民のみなさんが参加して、

地区主催の運動会が盛大に開催されましだ。

今年は¥台風による大雨の影響などで雨天順延しだ地区もあり、準備

など大変なようでしたが、当日は、障害物競争や水運び競争など趣向を

凝らしだ競技が繰り広げられ、笑いや歓声のなごやかな雰囲気のなか、

みんなで楽しく体を動かしスポーツの秋を満喫しましだ。

回
(町の人口)

男 6，504人(十 1)

女 6，195人(+ 3) 

計 12，699人(十 4)

世帯数 4，230戸 (十 6)

1991 10月l日現在。 ()内は前月比
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ま

事

の
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家

計

簿
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町
の
平
成
二
年
度

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
九
月
の
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
は
、
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
町
に
ど
の
く
ら
い
入

b
、
ま
た
、
ど
ん
な
ふ
う
に

使
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
、
い
わ
ば
昭
和
町
の
家
計
簿
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
四
十
六
億
五
百
六
十
一
万
三
千
円
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
七

一
・
五
%
は
町

税
が
占
め
て
い
ま
す
。
町
税
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
お
よ
そ
十

一
%
の
伸
び
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

歳
出
総
額
は
四
十
四
億
二
百
三
十
万
円
で
、
土
木
費
・
総
務
費
と
続
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
年
度
の
実
質
の
収
支
額
は
、
歳
入
歳
出
の
差
額
二
億
三
百
三
十

一
万
三
千
円
か
ら
、
翌

年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
の
充
当
額

一
億
六
千
百
五
十
万
九
千
円
を
差
し
引
い
た
額
、
つ
ま

b
四
千
百
八

十
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑨ [過去5年間の決算状況]

平
成

2
年
度

昭和例年度

決
算
状
況

⑨ [町税の収入状況(過去5年間)]

昭和61年度

昭和62年度

24億6，762万B千円

21儀4，514万B千円

昭和63年度

平成元年度

44億230万円

27億8，665万8千円

29億6，698万7千円

平成2年度82億9，458万7千円

E B  
(その他内訳)

公債費 2億3，804万2千円 (5.4%)
衛生費 1億6，212万B千円 (3.7%) 
消防費 1億3，108万2千円 (3.0%)
議会費 6，382万円 (1.5%) 

その他 1，142万4千円(0.2%)

他

6j意760万4千円

(13.8%) 

のそ費

3t意5，214万円

(8.0%) 

生民農林水産業費

3憶7，400万9千円

(8.5%) 

費

5億9，539万9千円

(13.5%) 

育教諸支出金

B億2，112万1千円

(14. 1%) 

費

8億655万8千円

(18.3%) 

務総費

10億4，546万9千円

(23.8%) 

木土

② 平成3.11.1広報 しようわ



⑨⑨⑧⑮⑨⑮⑧  

総 務 費

総務管理費 4億1，413万3千円

1E ¥ 画 費 2億 9，007万3千円

{数 手見 費 6，328万7千円

戸籍住民基本台帳費 2，233万3千円

選 ー子ム十 費 6，620万円

土 木 費

土木管理費 1， 838万2千円

道路橋りょう費 5億 7，827万5千円

河 )11 費 5，264万4千円

都市計画費 3億 8，814万8千円

住 一F占口『 費 802万円

教 育 費

教育総務費 3，724万円

小中 学校 費 2億 2，934万 l千円

社会教育費 l億 5，925万円

保健体育費 8，146万3千円

児 童館費 8，810万5千円

民生・ 衛生費

社会 福祉 費 l億 7，481万7千円

児童福祉費 l億 7，732万3千円

保 健衛 生費 9，206万2千円

ご/三円主 掃 費 7，006万4千円

そ の 他

公 (責 費 2億 3，904万2千円

基金積立金 6億 2，112万 l千円

涯邑宣芸王 業 費 3億 7，400万9千円

商 工 費 1， 058万 1千円

j間 防 費 l億 3，109万2千円

③ 広報しようわ 平成3.11.1

E直~ 46億561万3千円

その他

(8.4%) 

8 ⑮ 委参 ⑨ 
国民健康保険特別会計

歳 入 5億3，680万9千円 歳出 5億1，218万4千円

保 険 税 21:意3，697万8千円 保 健 給 付 費 31.意5，804万B千円

国庫支出金 11意6，509万円 老人保健拠出金 l億1，359万5千円

療養給付費亥付金 5，861万7千円 基 金 積 立 金 1，660万3千円

繰 越 金 4，826万9千円 総 務 費 し513万円

そ の 他 2， 795万5千円 そ の 他 881万円

老 人 保 健 特 ~U 4Z2玄h 言十

歳 入 3億8，747万6千円 歳出 3億8，417万ア千円

支払基金交付金 21意6，453万9千円 医療諸費 3億7，464万8千円

国庫支出金 8，050万7千円 諸支出金 861万3千円

県支出金 2，012万7千円 総 務 費 91万6千円

そ の 他 3，230万3千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計

歳 入 3億6，086万9千円 歳出 3億5，852万ア千円

町 債 21意4，820万円 事 業 費 31意2，027万6千円

繰 入 金 5，357万2千円 公 債 費 2，616万2千円

そ の 他 5，919万7千円 総 務 費 1，208万9千円

渇 水 対 策 事 業 特 別 会 計

歳 入 1，518万9千円 歳出 1，376万1千円



昭
和
町
消
防
団
の
シ
ン
ボ
ル

町
制
施
行
二
十
周
年
在
記
念
し
て
、
昭
和
町
消
防
団
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
団
旗
が

新
し
く
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
十
月

一
日
に
は
総
合
会
館
に
て
、
関
係
者
出
席
の
な
か
、

団
旗
入
魂
式
・
樹
立
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
団
旗
は
、
昭
和
四
十
六
年
町
制
施
行
の
時
に
消
防
団
に
受
付
さ
れ
た

も
の
で
、
二
十
年
間
昭
和
町
消
防
団
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
永
い
歴
史
と
輝
か
し
い
伝
統
を
も
っ
た
団
旗
を
町
に
返
納
し
た
あ
と
、

新
し
い
団
旗
が
、
泉
町
長
か
ら
角
野
消
防
団
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ご
の
後
、
角

野
団
長
か
ら
「
新
し
い
団
旗
の
交
付
に
伴
い
、
消
防
団
員
百
十
名
、
身
も
心
も
新
た

に
一
致
団
結
し
て
、
地
域
住
民
の
生
命

・
身
体

・
財
産
を
守
る
と
共
に
、
昭
和
町
消

防
団
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。
」
と
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
の
み
な
さ
ん
に
は
、
安
全
で
住
み
よ
い
町
"
つ
く
り
の
た
め
、

よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

樹

lL 
』

F

泉
町
長
か
ら
角
野
団
長
に
団
旗
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
角
野
団
長
か
ら
誓
い
の
言
葉
が

4

『
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

企 110名の団員の新しいシンボルとなった消防団旗

昭和23年3月自治体消防団設置に伴い、

村消防団に改正し、 11部、定員 150名、

となる。

昭和2ア年、当消防団で初めての消防ポンプ自動車を購入。

昭和46年4月、町制施行に伴い昭和町消防団に改称、同時に定

数を 125名に改正。

昭和48年4月、甲府地区広域行政事務組合消防本部が発足。同

年同月、団員数を 100名に改正。

以下沿革は次のとおりです。

昭和田年 4月 団員定数を 11 0名、部を 12部に改正。

昭和57年 3月 日本消防協会より竿頭綬受賞。

昭和58年11月 山梨県消防団員総合訓練大会訓練礼式の部におい

て準優勝。

消防団本部車庫(鉄骨平屋46.35m)を建設。

山梨県消防団員総合訓練大会 小型ポンプ操法の部

において準優勝。

消防庁長官より竿頭綬受賞。

本部指令車購入。

昭和村警防団から昭和

人力ポンプ巴台の編成

治草

昭和町消防団の概要

所在地

所管

人口

出帯数

団員数

装備

(平成3年4月l日現在)

昭和町押越542番地の2

昭和町全域 8.14附

1 2，523人

4，134世帯

定員 11 0名 実数 11 0名

消防ポンプ自動車1台

小型動力ポンプ積載車 12台

本部指令車1台

消火栓281力所

防火水槽 13力所

概況

昭和60年12月

昭和田年10月

平成 2年 3月

平成 2年5月

④ 平成3.11広報しようわ



や
河
西
四
区
今

i
道
路
の
安
全
を
守
る
神
さ
ま

i

道

祖
ふ
な
ど
の
か
み

道
祖
神
さ
ん
は
、
別
名
を

「
岐
神
」

と
言、
っ
そ
う
で
す
が
、
私
た
ち
の
地
域

の
道
祖
神
さ
ん
も
辞
典
の
注
釈
ど
お

り
、
集
落
の
入
り
口
に
頑
張
っ
て
、
災

禍
の
侵
入
を
防
ぐ
と
共
に
、
道
路
の
悪

霊
を
払
い
退
け
、
通
行
人
の
安
全
を
守

っ
て
い
ま
す
。

高
さ
二
尺
五
寸
(
約
万
叩
)
、
卯
を
立

み
か
げ

て
た
よ
う
な
御
影
の
荒
石
の
御
神
体
の

背
中
に
、
。
大
正
拾
年
建
立
。
と
あ
り
ま

す
。
八
十
歳
半
ば
の
古
老
の
話
で
は
、

「以
前
に
は
隣
の
地
区
の
道
祖
神
さ
ん

に
お
参
り
し
て
い
た
が
、
な
か
な
か
当

番
が
回
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
隣
組

の
衆
が
、

『な
ん
と
か
道
祖
神
さ
ん
を
建

て
よ
う
』
と
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

た
ま
た
ま
赤
痢
が
流
行
っ
た
の
を
機
会

に
思
い
切
っ
て
建
て
た
ん
だ
。

」
と
の
こ

〉」
。

神

!
そ
の
先
輩
た
ち
が
、
正
月
と
祇
園
に

o
i
H
り

峨
・
太
鼓
で
お
把
り
し
、
祭
具
一

切
と

共
に
平
成
ま
で
伝
え
ま
し
た
。
私
た
ち

に
は
、
先
輩
の
尊
い
置
き
土
産
を
守
り

通
し
て
後
世
に
つ
つ
が
な
く
譲
り
渡
す

責
任
が
《
巧
ま
す
。
し
か
し
、
年
月
が

o-ほ
り

重
な
る
と
峨
は
半
ぺ
ら
に
、
太
鼓
は
破

れ
る
な
ど
ど
う
も
気
が
と
が
め
て
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
細
々
で
は

あ
り
ま
し
た
が
祭
り
の
費
用
の
残
金
を

長
年
に
渡
っ
て
預
金
し
て
お
い
た
の
が

あ
る
程
度
の
金
額
に
達
し
ま
し
た
の

で
、
思
い
切
っ
て
祭
具
を
新
調
す
る
こ

と
と
し
、
地
域
の
企
業
家
に
お
願
い
し

て
お
心
づ
け
を
も
得
た
中
で
、
立
派
な

祭
具
を
揃
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
小
さ
な
祭
り
を

大
事
に
し
た
い
と
組
員
一
同
が
心
に
決

め
て
い
ま
す
。

(
四
区
・
渡
辺
記
)

幼!
Jt. ~ 

z 
h 

難しかったかな?広
報
九
月
号
で
出
題
し
た

「
釜
無
川
流
域
下
水
道
ク
イ

ズ
」
の
正
解
者
の
み
な
さ
ん
が

次
の
と
お
り
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
の
応
募
期
間
中
、

た
く
さ
ん
の
お
は
が
き
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
正
解
者
の
み
な
さ
ん

に
は
、
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
差
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
ク
イ
ズ
の
正
解
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
竜
王
町

...河西四区で1立、小正月祭りと、夏の祇園祭りの

年E回、道祖神のお祭りが行われます。

③
玉
穂
町

⑤
昭
和
町

②
増
穂
町

④
田
富
町

⑥
甲
西
町

耳
慣
全
問
正
解
者

⑨

西

条

一

区

⑨

西

条

二

区

守 利 愛志
泉村

伊 幸 さ
藤喜ち
信・ 江
行高
橋小

伊千林

③ 玉穂町② 増穂町王町
Z包Z

弔⑦ 

町の木(栢〉 町の花

(三色すみれ〉を表現

民俗資料館を中山に町の花

(戸ヤメ)町の木(松)を表現

町章を中山に町の花

(キキョウ)を表現

藤
瞳
・
高
野
夏
子

佐
藤
幸
子

池
川
芳
明

高
橋
節
子
・
奥
野
和

男
・
奥
野
宜
久
・
平

原

光
志
村
知
美
・
志
村
美

香
・
鷹
野
直
樹
・
鷹

野
秀
樹
・
長
田
昌
之

長
田
英
之
・
名
取
勇

一
郎
・
神
宮
寺
和
美

神
宮
寺
允
・
神
宮
寺

⑨

清

水

新

居

⑨

西

条

新

田

⑨

押

越

⑨

河

東

中

島

@ 甲西町⑤ 昭和町町
由
自
国④ 田⑨

紙
漉
阿
原

⑨

飯

喰

⑨

河

西

辰
雄
・
神
宮
寺
作
次

花
形
和
紀

望
月
今
朝
子

林
田
敏
子
・

石
川
さ

と
み
・
中
山
有
香

早
川
美
都
雄
・
長
谷

川
泰
広
・
長
谷
川
泰

長
谷
川
八
重
子
・
依

田
多
恵
・
依
田
都
美

子
・
内
田
尚
美
・
石

川
ク
ミ
子

望
月
あ
つ
み

⑨
上
河
東
二
区

⑨ 
櫛

町

ff~ 

南戸ルプスを背に、滝沢川とボ

タンキョウ及び産地野菜を表現

ゲンジボヲル発祥の地で

清流に舞うホタjしを表現

町の花CJ'¥ラ)で町章を囲み

町民の和を表現

平成3.川広報しようわ⑤ 



加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度

で
、
被
保
険
者
は
次
の
三
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

。
第
一
号
被
保
険
者

農
業
や
自
営
業
者
・
無
職
の
人
が
加

入
し
、
自
分
で
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

な
お
、
学
生
も
二
十
歳
以
上
の
人
は

平
成
三
年
四
月
か
ら
、
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
の
窓
口
で
行

い
ま
す
。

。
第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
で
す
。

自
動
的
に
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
保
険
料
は
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

。
第
三
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で

す
。保

険
料
は
、
配
偶
者
が
加
入
し
て
い

る
年
金
制
度
で
一
括
し
て
納
め
ま
す
の

ご
寄
知
で
す
か
国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど
の

方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、

基
礎
年
金
の
上

乗
せ
給
付
を
行
う
新
し
い
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。

-
加
入
で
き
る
万

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の

自
営
業
な
ど
の
方
々
で
、
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
国
民
年
金
の
第
二
号

被
保
険
者
・
第
三
号
被
保
険
者
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保

険
者
で
あ

っ
て
も
、
次
の
方
々
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。

①
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ

て
い
る
方
。

②
農
業
者
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
お
よ
び
加
入
す
べ
き
方
。

-
国
民
年
金
基
金
の
給
伺

加
入
は
口
数
制
で
、
年
金
額
や
給
付

の
型
は
加
入
者
が
自
分
で
選
択
で
き
ま

す
。

-
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金

掛
金
月
額
は
、
選
択
し
た
給
付
の
型
、

加
入
口
数
、
加
入
時
の
年
齢
に
よ

っ
て

決
ま
り
ま
す
。

詳
し
く
は

O
山
梨
県
国
民
年
金
基
金
(
箇
お
ー
1

0

8
3
)
 

o
役
場
国
民
年
金
係

1
)
ま
で

箇
75 

2 
1 
1 

で
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
か
わ
り
必
ず
役
場
へ
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
は
、
義
務
で
あ
り
自
分
の
将
来
の

た
め
で
す
。

第
一
号
、
第
二
号
そ
し
て
第
三
号
被

保
険
者
と
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
も
、
そ
の
つ
ど
役
場
へ
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
、
ど
の
加
入
者
に
な
り
ま

す
か
。
国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て
い

な
い
人
は
す
ぐ
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ

、つノ
O

お
問
合
せ
昭
和
町
役
場
町
民
窓
口
課

国
民
年
金
係
電
万

1
2
1
1
1

基礎年金

国民年金基金

受通安全街頭指導
~黄色い羽根を配布~

ーノ

ゆ

と

り

で

一

無

事

故

の

輪

一

秋
の
全
国
安
通
安
全
運
動
の

一

一
環
と
し
て
九
月
二
十
一
日
、

一

町
・
南
甲
府
警
察
署
・
南
甲
府

一

受
通
安
全
協
会
昭
和
支
部
安

一

通
安
全
田
の
会
、
ガ
¥
受
通
安
全

一

の
街
頭
指
導
を
釜
無
工
業
団
地

-

入
口
で
実
施
し
ま
し
だ
。

一

こ
の
日
は
¥
飲
酒
運
動
の
絶

一

滅
・
シ
!
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
・

一

無
謀
運
転
の
追
放
な
ど
を
呼
び

一

か
け
る
と
と
も
に
¥
約
三
百
枚

一

の
黄
色
い
羽
根
を
一
台
一
台
に

-

配
布
し
ま
し
だ
。

一

l

、

ふ
れ
あ
い
と

つ
な
ご

p

フ

』
F

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
忘
れ
ず
に
。

⑥ 平成3.11広報しようわ

年
賀
は
が
き
に

武
田
好
文
さ
ん
(
上
河
東
)
の
絵
が

今
年
も
〈
示
す
と
こ
ろ
二
ヵ
月
。
十
一

月
一
日
か
ら
は
、
早
く
も
年
賀
は
が
き

が
発
売
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
各
県

に
ゆ
か
り
の
深
い
風
物
を
題
材
と
レ
た

絵
入
り
地
方
版
、
か
人
気
在
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
今
回
の
山
梨
版
に
本
町
上
河
東

口口口口r-l

みほん

AOOO O組 ~~f~;'~ふ 000000
t~て勾』

表

在
住
の
武
田
好
文
さ
ん
の
「
朝
の
富
士
」

(
写
真
)
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

武
田
さ
ん
は
、
(
全
国
の
ご
家
庭
へ
新

春
の
清
々
し
い
空
気
が
届
け
ら
れ
れ
ば

幸
い
で
す
。
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

た。

裏
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寿

荘
〈

少

女

昭
和
町
少
女
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
で
す
。

現
在
団
員
数
は
初
名
。
押
原
小
と
西

条
小
の
児
童
で
編
成
さ
れ
、
毎
週
木
、

金
、
土
、
目
、
夕
方

4
時
初
分
よ
り

6

時
初
分
ま
で
押
原
小
体
育
館
で
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

監
督
さ
ん
は
押
越
の
保
坂
桂
子
さ
ん
。

「
子
供
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
友

情
と
協
力
と
喜
び
を
学
ば
せ
た
い
。
」
と

お

っ
し
ゃ
る
保
坂
さ
ん
は
、
県
内
で
も

数
少
な
い
女
性
監
督
の
お

一
人
で
す
。

6
年
生
ロ
名
が
中
心
と
な
り
、
練
習
の

合
間
に
は
ゲ

l
ム
を
し
て
楽
し
ん
だ

り
、
母
の
日
に
は
、
手
作
り
の
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
お
母
さ
ん
達
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
く
れ
る
な
ど
、
心
や
さ
し
い
子

供
達
で
す
。

パを
レ震す

IUI¥ 

〉問

今
年
は
、
山
梨
県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
講
習
会
に
も
参
加
し
、

5
名
の
団
員

が
資
格
を
習
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他

チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
も
行
い
、
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

日
月

9
日
に
は
、

6
年
生
が
西
条
の

老
人
ホ
ー
ム
昭
寿
荘
を
慰
問
し
、
歌
を

う
た

っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
肩

も
み
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

ー
子
供
達
の
感
想
を

ひ
と
こ
と
|

人以
私
だ
ち
の
歌
を
熱
山
に
聞
い
て
く
れ

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
¥
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
親
し
み
を
も
ち
ま
し
だ
。

す
体
、
ガ
不
自
由
で
も
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を

し
て
く
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
つ

だ
。
い
つ
ま
で
も
あ
元
気
で
い
て
く

だ
さ
い
。

...おじいちゃん・おばあちゃんも

子どもたちを歓迎してくれました。

一
つ
一
つ
を
積
み
重
ね
て
い
く
日
々

の
練
習
は
、
け
っ
し
て
楽
し
い
も
の
で

は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
苦

し
さ
と
つ
ら
さ
を
乗
り
越
え
て
や
が
て

心
身
共
に
大
き
く
成
長
し
て
ゆ
く
子
供

達
は
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー
で
私
た
ち
を

大
い
に
感
動
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

日
月
口
日
の
会
長
杯
に
向
け
て
、
今

日
も
押
原
小
の
体
育
館
で
は
猛
練
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
〈
保
護
者
会
〉

「自
由
に
好
き
な
花
、
好
き
な
風
景
、

好
き
な
友
だ
ち
、
好
き
な
も
の
」
を
楽

し
く
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

口
日

時

十

一
月
十
二
日
・
二
十
六

日
・
十
二
月
三
日
・
十
二

月
十
七
日
・
一
月
二
十
一

日
の
火
曜
日

午
後
七
時
三
十
分

l
九
時

三
十
分

昭
和
町
中
央
公
民
館

一
般
十
名

(
初
心
者
歓
迎
)

昭
和
町
教
育
委
員
会

(
箇
万
|
2
1
1
1
)
ま
で

筆
記
用
具

口
場

所

口
対

象

口
申
込
み

口
持
ち
物

社
交
ダ
ン
ス
教
室
初
心
者
コ

l
ス
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

口
日

時

十

一
月
十
五
日
・
二
十
二

日
・

二
十
九
日
・
十
二
月

六
日
・
十
三
日
の
金
曜
日

午
後
八
時
j
九
時
三
十
分

昭
和
町
総
合
会
館
軽
運

動
室

一
般
五
十
名

五
百
円

昭
和
町
教
育
委
員
会

(
箇
万
|
2
1
1
1
)
ま
で

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
か
運
動
靴

口
場

口
対

象

口
参
加
料

口
申
込
み

口
履

今

所物

臨
時
的
任
用
教
員
(
代
替
教
員
)
を
希
望
す
る
皆
様
ヘ

，--ーーーーーーーーーーーーーー--圃ー園田園園圃ーーーーーーーーーー-園田ーーー園田園ーーーーー回目圃ーーー圃1

山梨県では、研修・雌等の理由で、平常勤務 | 
ができない教員の補充のために、期間を定めて ! 
講師を臨時的に任用しています。 I

砂代替教員とは ! 
療養、出産、育児、および、研修のため、 一定 l 

期間学校に勤務できない教員の代わりに採用す | 
る講師で、任用期間は代替の種類によって様々 i 

であり、報酬も経廃によって異なります。

(平成 3年度の例:・短大卒 149，600円

・大学卒 170，200円

風
も
ぺ

i
ジ
を
め
く
る
秋

読
書
の
秋
が
や
っ
て
来
ま
し
だ
。
旬

月
刀
日
よ
り
二
週
間
は
読
書
週
間
と
な

り
ま
す
。
今
年
で
布
回
目
を
む
か
え
る

読
書
週
間
で
す
が
¥
今
年
の
標
語
は
、

H

風
も
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
秋
H

で
す
。

木
陰
で
風
に
ふ
か
れ
な
が
ら
読
む
の
も

お
つ
な
も
の
で
し
ょ
う
。
読
書
週
間
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
¥
と
く
べ
つ
な
も
の
を

読
む
と
い
う
の
で
は
な
く
て
¥
子
供
の

頃
に
読
ん
だ
本
、
学
生
時
代
に
読
ん
だ

本
な
ど
、
戸
ル
パ
ム
を
め
く
る
よ
う
な

感
覚
で
¥
ペ
ー
ジ
を
繰
る
の
も
い
い
も

の
で
す
。
セ
ピ
戸
色
に
な
っ
た
本
の
中

か
ら
¥
忘
れ
て
い
だ
何
か
が
見
つ
か
る

と
い
い
で
す
ね
。

①任用条件

(1)希望する校種(公立小・中・高等学校)及ぴ

教科(科目)の教員免許状を所有している人。

(2)任用後、山梨県内に居住できる人。

(3)心身共に健康で、勤務に支障のない人。

⑧申し込み期間

年間を通して受け付けています。

砂申し込み、問い合わせ先

・山梨県教育委員会教職員課

箇 0552-37-1111(内線)3236

・昭和町教育委員会 箇 75-2111

町
立
図
書
館
か
ら

舎
月
の
お
す
す
め
作
田

【
一
般
図
書
】
・
赤
川
次
郎
の
ば
っ
く

す
て
え
じ
ト
ー
ク
(
赤
川
次
郎
/
音
楽
之

友
社
)
・
犯
罪
集
中
治
療
室
(
由
良
三
郎

/
立
風
書
房
)
・
ブ
リ
ス
べ
|
ン
の
涙

(
水
谷
昌
子
/

エ
フ
エ
!
出
版
)
・
林
先

生
に
伝
え
た
い
こ
と
(
灰
谷
健
次
郎
/
新

潮
社
)
・
ラ
イ
オ
ン
の
昼
寝
(
山
川
健

一

/
実
業
之
日
本
社
)

{
児
童
図
童
昌
・
ア
イ
と
サ
ム
の
街
(
角

野
栄
子
メ
ポ
プ
ラ
社
)
・
と
う
か
ら
し
探

偵
団
(
那
須
正
幹
/
小
学
館
)
・
時
計
屋

の
ル
ル
ウ
(
名
木
田
恵
子
/
P
H
P
研

究
所
)
・
月
が
の
ぼ
る
ま
で
に
(
武
田
鉄

矢
/
小
学
館
)
・
と
も
だ
ち
く
じ
ら
(
サ

イ
モ
ン
・
ジ
ェ

l
ム
ズ
/
小
学
館
)

平成3.11広報しようわ⑦ 



く銃剣道の第一人者〉

県体育功労者

表彰を受賞

山田守造さん〈押越〉

&
フ
月
は
、
十
月
の
県
体
育
祭
り
の
席

上
、
山
梨
県
体
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
山
田
守
造
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。
山
田
さ
ん
巴
寸
私
の
銃
剣
道
の

修
行
」
と
題
し
て
、
銃
剣
道
に
つ
い
て

語
っ
て
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

私
が
銃
剣
道
連
盟
に
入
会
に
し
た
の

は
昭
和
四
十
五
年
、
た
ま
た
ま
中
巨
摩

郡
の
体
育
祭
り
に
始
め
て
出
場
し
て
、

昔
、
軍
隊
時
代
に
は
銃
剣
道
術
と
し
て

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
武
術
が
、
終
戦

後
ス
ポ
ー
ツ
銃
剣
道
と
し
て
復
活
し
、

ほ
ど
な
く
国
体
に
も
参
加
を
認
め
ら
れ

た
時
で
し
た
。

当
時
世
間
で
は
、
銃
剣
道
は
軍
国
時

代
の
遺
物
と
し
て
な
か
な
か
相
入
れ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
日
で

は
「ス
ポ
ー
ツ
銃
剣
道
L

と
し
て
、
成
年
、

少
年
、
小
中
学
生
な
ど
数
多
く
の
会
員

を
要
し
て
、
五
月
に
は
日
本
武
道
館
で
青

少
年
大
会
、
成
年
の
全
国
大
会
、
国
体

等
多
く
の
大
会
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

銃
剣
道
修
行
の
指
標
は
、
「
銃
剣
道
の 』

F

山
田
さ
ん
は
県
銃
剣
道
連
盟
強
化
部
長
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

修
行
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
心

身
を
鍛
練
陶
冶
し
、
銃
剣
道
心
技
に
包

蔵
す
る
道
と
し
て
の
特
性
を
通
じ
て
、

規
律
を
守
り
、
礼
節
を
、尊
ぴ
、

信
義
を

重
ん
ず
る
等
社
会
人
と
し
て
必
要
な
道

徳
性
を
高
め
、
も
っ
て
、
正
し
く
、
明

る
く
、
強
く
、
遣
し
い
人
間
形
成
を
目

指
し
て
精
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
技
は
基
よ
り
、
健
康
に
も
ス
ポ
ー

ツ
は
己
の
体
力
を
数
年
若
が
え
ら
せ
る

と
思
い
ま
す
。
私
が
同
年
代
の
人
た
ち

と
比
べ
て
元
気
で
い
ら
れ
る
の
も
、
銃

剣
道
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

銃
剣
道
は
、

青
少
年
に
対
し
て
も
、

親
と
し
て
安
心
し
て
指
導
修
行
を
任
せ

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
郡
・
県
の
代

表
と
し
て
多
く
の
大
会
、
わ
け
で
も
国

体
に
出
場
で
き
る
希
望
が
持
て
る
道
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
ま
だ
ま
だ
老
い
る
こ
と
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
銃
剣
道
の
修
行
に
精
進
す
る

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

事つi(，料理

片栗

-材料 (4人分)

納豆50g もめん豆腐%丁 いりごま(黒)大さじ 1

粉大さじ 1 塩小さじ 1 大根200g 揚げ油

-作り方

豆腐は熱湯で、さっとゆで、芯ふ1きん等で

切り、すり鉢でなめらかになる迄ょくすります。

①に納豆、いりごま、片栗粉、塩を加え、よく混ぜます。

揚げ油在中温に熱レ、③を一口大にすくって落とし入れ、

表面にうっすらと色がつくまで、ゆっくり揚げます。

大根おろし、ポン酢しょうゆ等でどうぞ。

① 

② 

③ 

納
豆
の
落
と
し
揚
げ

栄養改善推進員

秋山鶴子さん(西条二区)

iちょっと一言 | 
畑の肉とも 言われる大豆は、納豆にな

ると、栄養効率がぐ っとア ップすると

いわれます。揚げたての納豆入りがん

もどきをお試しください。

大畦 手)(5京 熱子 写瀬 手大旅 理大手火 未日玄 め 川夜 メ虫宰 っか 夏ー 垣捨 萩稲
根道 祭 j武 計ら 生頭 立の 日青茄 完量f澄埠 モロ因 づな 痩人 越首 ま妻 ~ 
種で りや るの 子の つあ る子 のし めと せよ ら か せあ しの つや
あっ 老カ -e-フ/吉 にま やと 人の 系金て る~~ ~. ね束 折な てそ に束 り塁 これ き に| に b、 台ま 湯秋 に花 眺退 キすし (工の りや 利 び オ支ご か々
こ dミ はテ 馬た 風に 煙の 逢お め院 々ま 祭 線 来性 かの 豆ど ら石

うれ話 老ン 追ま 一揺 深夜 ふと 子延 仕香 てだ ね子 j度ー オ良 〈積
述や のの のつ 過れ ころ 4ゑび 旅 風 度消 憩け オ艮に すづ りむ
いタ 仕波 梁て のけ 山 に どえ のぬ つ 呂 のゆ L 、を 性水 里き 人砂

ほ買埼 事膝 にゆ E各;荒 うて 身夜 づな 忘る けつ む引 言穂
形時 防タい持 あに 鳴く あ蔦 行星 れ入 キ大の けり れま

萩り てに
き の 葉を

り来 〈露 りか しり のキ大 け櫛 易で 出紅 字 矢口ム う(t る の ぬず 〈日 風 り 洗 の墓 し や む り

道 り てカ、 つ 宿探 にさ す

俳〈よ、 す し

薬 中
内藤

ロ{ロ司 塩 輿 河 長 磯 伊ー 井 雨

句袋 沢 聖子 田 石 田 田 ;尺 さF 藤 上 '8' う
ザ〉通 ム1 そ 百 ま

イキ4じ』 静 久 麻 だ 女子 の ぷ℃コ入 春 ふ1 礼
~ 枝 イえ J欠 枝 子 イえ 子 子 子 子 jエ 2エ 孝

③ 平成3.11広報しようわ



赤・ぢ・ 0 ・/1J.誕.~

あや

根岸綾ちゃん
・H2.2. 2生(上河東二区)

・ (父)守・(回)明美

こうき

久保川光輝くん
eH2. 9. 30生(上河東二区)

・ (父)均・(田)干恵美

みみこ

石川海美子ちゃん
eH2. 6. 26生(押越)

・(父)恒男 ・(白)由美子

親から一言，...，iJ ¥J ¥，ママ」可愛い声でそう呼ん

でくれだ時、この子の親であることに喜びを感じ

ます。「あーちゃん」大きくなっても人の山の痛み
.6. 

ガわかる優しい女の子でいてく定さいね。

名前の由来~いつも女の子!こ間違えられてし

まう、我家の次男坊光輝です。何事にも希望

と輝きを持つだ優しい人間|ごなって欲しいと

願い名叶けまし疋。

親から一言~お父さん大好き、ワンワン大好

き、あ外大好き、そんな海美子ガお父さんと

お巴さんは大好きよ。楽しみながらいつも応

してます。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
箇
苅
1
2
1
1
7
)
ま
で
刀

医大病院から

健|康|メ|宅l

*口腔粘膜の
老化について

山梨医科大学講師

歯科口腔外科

大月佳代子

口
は
、
消
化
管
の
入
り
口
で
あ
り
、

上
下
そ
れ
ぞ
れ

一
四
本
(
親
知
ら
ず
を

入
れ
る
と
一
六
本
)
の
歯
列
を
中
心
に
口

唇
、
頬
、
口
蓋
(
上
ア
ゴ
)
、
舌
、
口
底
に
固

ま
れ
た
口
腔
(
こ
う
く
う
)
と
い
わ
れ
る

体
腔
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、口
腔
は

歯
肉
(
歯
ぐ
き
)
、
頬
、
舌
な
ど
柔
軟
な
粘

膜
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
絶
え
ず

唾
液
で
う
る
お
さ
れ
て
い
ま
す
。
唾
液

の
作
用
は
、
口
の
中
が
乾
か
な
い
よ
う
、

ま
た
粘
膜
表
面
を
濡
ら
し
て
保
護
し
、

歯
や
固
い
食
べ
物
に
よ
っ
て
傷
が
つ
き

に
く
い
よ
う
、
ま
た
食
べ
物
を
軟
ら
か

く
溶
か
し
、
味
が
わ
か
る
よ
う
、
そ
し

て
そ
の
洗
い
流
す
作
用
に
よ
り
口
腔
を

清
潔
に
保
つ
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
毎
日
、
人
と

会
話
を
し
た
り
あ
る
い
は
食
物
を
摂
取

し
、
阻
幅
慣
し
た
り
口
腔
内
の
動
作
を
ほ

と
ん
ど
無
意
識
に
繰
り
返
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
運
動
に
際
し
て
も
口

腔
粘
膜
は
歯
や
入
れ
歯
と
と
ず
れ
た

り
、
あ
る
い
は
熱
い
も
の
、
辛
い
も
の
、

酸

っ
ぱ
い
も
の
、
さ
ら
に
お
酒
や
喫
煙

な
ど
、
様
々
な
刺
激
を
受
け
て
い
る
の

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
問
、
年
と
と
も
に

歯
は
老
化
し
、
虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
で
抜

け
て
い
く
よ
う
に
口
腔
粘
膜
に
も
様
々

な
変
化
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
、
唾
液
腺
の
機
能
が
お
と
ろ
え

て
、
唾
液
の
量
が
減
っ
て
く
る
こ
と
、
そ

し
て
粘
膜
自
体
の
柔
軟
性
が
な
く
な
っ

て
い
き
、
そ
の
結
果
と
し
て
粘
膜
自
体

が
傷
つ
き
ゃ
す
く
な
っ
て
く
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
そ
の
年
代
に
な
る
と
す
り
へ

っ
て
と
が
っ
た
歯
、
金
属
を
か
ぶ
せ
た
歯

や
、
入
れ
歯
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
多

ほ
て
つ
ぶ
つ

く
、
こ
れ
ら
の
補
綴
物
(
入
れ
歯
な
ど
)

が
合
つ
て
な
い
と
ま
す
ま
す
機
械
的
に

粘
膜
が
こ
す
れ
て
傷
が
で
き
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
口
腔
粘
膜

じ
よ
く
そ
う

へ
の
慢
性
の
刺
激
は
、
外
傷
性
の
祷
創
や

潰
療
を
作
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
や

一
(⑩西
条
二
区
マ
中
山
裕
貴
(
和
則
)

一

マ
宮
下
な
つ
み
(
悟
)

一

マ
田

中

備

(

一

代

)

一

マ
土
屋
梨
沙
(
隆
)

一
@
西
条
新
田
マ
加
藤
巳
奈
(
雄
士
)

一
@
押

越
マ
有
賀
敏
昭
(
正
彦
)

一
⑨
河
東
中
島
マ
浅
川
直
達
(
直
樹
)

一
(⑩紙
漉
阿
原
マ
秋
山
絵
美
(
一
博
)

一

マ
花
形
美
乃
里
(
武
彦
)

一
@
飯

喰
マ
花
輪
真
衣
(
智
之
)

が
て
粘
膜
が
部
分
的
に
白
く
な
る
白
斑

症
の
原
因
に
な
っ
て
き
ま
す
。
白
斑
症
は

そ
の
一
部
の
も
の
が
癌
に
変
化
す
る
こ
と

ぜ
ん
が
ん
び
ょ
う
へ
ん

が
あ
る
こ
と
か
ら
前
癌
病
変
(
癌
に
な
る

可
能
性
の
あ
る
状
態
)
と
い
わ
れ
て
お
り
、

と
く
に
注
意
が
必
要
で
す
。

口
腔
癌
は
破
折
し
た
歯
牙
の
鋭
縁
、

入
れ
歯
の
破
損
し
た
パ
ネ
な
ど
が
こ
す

れ
る
粘
膜
部
分
に
多
く
発
症
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
予
防
と
い
う

意
味
で
も
こ
れ
ら
の
歯
科
的
原
因
を
除

く
こ
と
が
ま
ず
大
切
で
す
。

時
々
、
口
の
中
を
御
覧
に
な
っ
て
粘

膜
、
歯
肉
の
色
は
正
常
で
あ
る
か
、
潰

療
と
か
ポ
リ

l
プ
は
で
き
て
い
な
い
か

を
自
分
で
も
確
か
め
る
こ
と
、
そ
し
て

是
非
、
歯
科
医
院
で
の
定
期
検
診
を
習

慣
付
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

命
令
交
完
売

お
誕
生
合

。

マ
山
下

⑨

河

西

マ

竹
内

⑨
上
河
東
マ
金
丸

マ
田
中

マ
伊
藤

智
愛
(
正
人
)

諒
(
伸
)

大
也
(
弘
)

麻
衣
(
忠
光
)

真
央
(
利
広
)

平成3.11.1

• -'''、
ιー

広報しようわ

結

婚

.

⑨ 
押

越
田
島

均
・
保
坂
千
尋

⑨ 



聞四U E 
厄
年
一
万
人

検
診
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
成
人
病
予
防
と
壮
年
期
か

ら
の
健
康
管
理
の
た
め
、
犯
歳
、
回
歳
、

即
歳
の
方
を
対
象
と
し
た
厄
年

一
万
人

検
診
を
行
い
ま
す
。

-

定

員

九

十

名

・
申
込
機
関
十
一
月
六
日
ま
で

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

・
検
診
日
日
/
目
的
-
U
附
・
日
働
・

団
側
・
日
目
川
w
・
初
的
・
ロ
/
9
日

(
右
記
の
希
望
日
に
受
診
で
き
ま
す
)

・
自
己
負
担
金
五
千
円

町
で
二
万
五
千
九
百
円
負
担
し
ま
す

(
申
込
み
と
同
時
に
納
入
)

-
持
参
す
る
も
の
(
申
込
み
時
)

印
鑑
・
負
担
金

・
受
診
機
関
甲
府
市
飯
田
三
丁
目

山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

・
申
込
み
総
合
会
館
健
康
福
祉
課

ま
で
(
薗
万
11
2
1
1
1
)

就学時健康診断の

お知らせ
来年度、小学校に入学予定のお子さん

がいるご家庭には、すでに健康診断の実

施要項、家庭環境調査票¥保健調査票を

配布してありますが¥まだ、受け取ってい

ないご家庭がありましだら、町教育委員

会(箇75-2 1 1 1)まであ問合せくだ、

さい。

・押原・常永地区

日時 11月ア日午後T時

場所押原小学校

・西条地区

日時 1 1月14日
場所西条小学校

あなだも

J~ートタイマーで
働いてみませんか

国
民
健
康
保
険
加
入
者

「
人
間
ド
ッ
ク
』
の

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
缶

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た

「人
間
ド

ッ
ク
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

-
定

員

五
十
名

・
申
込
機
関
十
一
月
六
日
ま
で

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

・
検
診
日
日
/
日
附
-
M
附
・
白
幽
・

日
間
・
印
刷
w
・
初
的
・
ロ
/
9
間

(
右
記
の
希
望
日
に
受
診
で
き
ま
す
)

・
自
己
負
担
金
五
千
円

町
で
二
万
五
千
九
百
円
負
担
し
ま
す

(
申
込
み
と
同
時
に
納
入
)

-
持
参
す
る
も
の
(
申
込
み
時
)

印
鑑
・
国
保
保
険
証
・
負
担
金

-
受
診
機
関
甲
府
市
飯
田
三
丁
目

山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

・
申
込
み
役
場
町
民
窓
口
課
国
保

係
ま
で
(
薗
万
|
2
1
1
1
)

午後オ時

Bib--'
〈
第
一
回
〉

時

E
，
シ
ニ
ア
ふ
れ
あ
い

函忌

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

町
体
育
協
会
で
は
、
と
か
く
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
な
高
年
齢
者
を
対
象

に
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
互
い
の
受
流
と

一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
は
か
る
だ

め
¥
次
の
と
お
り
シ
二
戸
の
大
会
を
実

施
し
ま
す
。

ロ

日

時

ロ

会

場

ロ
参
加
資
格

十
一
月
十
三
日
附

富
士
川
カ
ン
ト
リ
ー

五
十
五
歳
以
上
の
方

(
H
3
・
4
・
7
現
在
)

三
千
円
(
プ
レ
l
代
は

個
人
負
担
〉

個
人
戦
の
み

新
ペ
リ
戸
方
式

ロ
申
込
み
方
法
各
地
区
の
ゴ
ル
フ
部

役
員
さ
ん
に
、
参
加
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ロ
問
合
せ
先
教
育
委
員
会
内
体
育

協
会
事
務
局
(
冨
万
l
2
T
4
1
7
)ま
で

日
参
加
料

ロ
競
技
方
法

ハローワーク甲府(甲府公共職業安定

所〉では¥10月よりパートタイマーを中

山としだ職業相談会を開催しています。

ご希望の万は、どうぞ、お気軽にご利

用ください。ま芝、 雇用にかかるどんな

ご相談にも応じております。

砂開催日時毎月第4金曜日

午前10時~午後3時

オギノリバーサイドモール

?階ふれあい広場

砂お問合せ先ハ口一ワーク甲府

冨 32-6 0 6 0 

惨開催場所

山梨県最低賃金が

10月 1日から改定実施

山梨労働基準局では、県下の全産業、全

労働者に適用される「山梨県最低賃金」を

T日4，224同(現行4，028円〉、時間

給528円(現行504円〉に改正し、 10

月オ白から実施しましだ。

最低賃金についての詳しいことは、山梨

労働基準局賃金課(冨52-4 8 5 6)又は最

寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

労
働
保
険
と
は
¥
失
業
者
の
生
活
の

安
定
と
再
就
職
の
だ
め
の
雇
用
保
険
、

業
務
上
又
は
、
通
勤
途
上
の
災
害
補
償

を
行
う
労
災
保
険
を
あ
わ
せ
だ
保
険
で

す。
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
¥
法
人
¥
個
人
い
ず
れ
で
あ

っ
て
も
労
働
保
険
へ
の
加
入
ガ
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
職
場
の
皆
様
、
ガ
安
山

し
て
働
け
る
だ
め
の
制
度
で
す
。
こ
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
だ
だ
き
¥
ま
だ
加
入

さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
万
は
¥
す
ぐ

に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
合
せ
願
い
ま

す。V
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

甲
府
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保
険
適

用
課

箇
辺
ー

6
0
6
0
附

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か
?

『甲
府
矯
正
展
』

刑
務
所
作
業
製
品

展
示
即
売
会
が
聞
か
れ
ま
す

時

十
一
月
二
十
三
日
出

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

甲
府
刑
務
所
(
堀
之
内
町
)

• 日
-

場

所

・

内

容

受
刑
者
の
製
作
し
た
製
品
の
展
示
即

売
(
約
二
百
種
・
一
万
点
)

o
木
工
局
(
応
援
セ
ッ
ト
・
タ
ン
ス
等
)

o
金
属
晶
(
花
台
・
コ
ン
ロ
等
)

o
工
芸
晶
(
剣
道
防
具
・
漆
器
類
等
)

o
そ
の
他
(
靴
・
パ
ッ
ク
・
寝
異
等
)

.
受
刑
者
の
文
芸
作
品
の
展
示

・
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

交通事故のあと処理に関する

相談に応じます。

砂日時 1 1月 19日ω
砂場所昭和町中央公民館

砂詳しくは、県民相談センター

(箇32-3715) まで

巡回相談のお知らせ町内交通事故

E発生件数1
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

==9月分

⑩ 平成3." 広報しようわ



保健衛生だより

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

午後 1時00分-1時30分 平成3年4月
(常永地区)

出生児。
11月B日 午後E時日日分-2時30分 i口~ 

(金) (西条地区) dZb2h Z 

午後3時日日分-3時30分 平成 3年 7月

(押原地区) 出生児。 自官

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

午後 1時00分-1時30分 平成 2年10月
(常永地区)

出生児。
11月15日 午後 1時30分-2時00分 i仁E1h 

(金) (西条地区) izh =ご

午後2時00分-2時30分 平成 3年 1月

(押原地区) 出生児。 館

西条一区西条二区清水新居西条新田

押越河東中島紙漉阿原

築地新居飯喰河西上河東上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知くださしユ。

実施日 11月26日(火)

受付時間午後1時-1時30分
場 所総合会館

該当児昭和63年9月1日~昭和63年10月31日までの出生

児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて

の質問票。

※尿検査がありますのでご承知おきください。

実施日 11月21日(木)

受付時間午後1時-1時30分
場 所総合会館

該当児昭和61年8月1日~昭和61年10月31日までの出生

児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 5歳児健康診査票

※尿検査がありますのでご承知おきください。

実施日 11月20日(水)

受付時間午後1時-1時30分
場 所総合会館

該当児 平成 3年7月1日~平成 3年8月31日までの出生児

持ち物母子手帳

日 時 11月1自信)・ 28日樹午前10時50分-10時55分
場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れて ヒモでし

っかり封をしてください。

⑪ 広報しようわ 平成3.11.1

日時 11月6日(水)・ 16日(土)・ 30日(土)

午前9時-11時30分

場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

ますのでお気軽にお出かけください。

日時 11月12日(火)午後1時-2時
場所総合会館

該当児

砂1回目…平成3年2月1日~平成3年7月31日までの出生児。

砂2回目…平成2年8月1日~平成3年1月31日までの出生児。

砂平成 2年 8月1日以前に生れた子で4歳以下の未投与者。

持ち物母子手帳・問診票

※追加投与・・・上記の実施日に投与できなかった幼児について

追加投与を 11月28日午後1時-1時30分ま

で実施します。

く注意事項>

-体温は必ず、はかつてください。

-問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください0

.投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

くつぎのような人は投与できません〉

①現在下痢をしている人、または発熱している人。

② 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

③はしか(MMR)、BCG接種を受けてから 1か月以内の人。

④ 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

日 時 11月22日(金)午後1時-2時
場 所総合会館

該当児

惨 I期・・・・平成元年3月1日~平成元年8月31日までの出生
I白

砂II期・・・・ I期3回を完了して1年から1年6か月以内の者。

砂昭和63年 9月1日~平成元年 2月28日までの出生児で未接

種者。

持ち物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかっていないと接種できません。体温は必ずはか

つてくだ、さい。

O問診票の記入もれなどがないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱している者。または著しい栄養障害者。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3. はしか (MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後

1か月以内の者。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こ した者。
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献血じご協力ください

P日時 1 1月5日 (火)

午前9時30分~午後3時30分

※だだ、し¥竹時30分""'12時30分まで

は受{寸を休ませていだだきますo

b場所昭和町役場前

広報しようわ 平成3.11.1 ⑫ 


